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社公民館は、社会教育施設ですので、飲酒・喫煙は禁止となっています。 

皆様のご協力とご理解よろしくお願いします。   おしらせ あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 
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弓
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社
公
民
館
施
設
充
実
費
と
し
て 

13:00～ 

オープン卓球 

       9:30 

オープン卓球 

       9:30 

オープン卓球 

       9:30 

オープン卓球 

       9:30 

陶芸教室 9：30 

身障協会  9:30 

身障協会  9:30 

老人クラブ 9:30          

健幸づくり 10：00 

町探険 13：30 

健幸づくり教室 

主催事業 

 期   日  7月9日（木） 

 時   間  10時00分～ 

 場   所  社公民館  

 ★体力測定・血圧測定 

 ★口腔体操（健康に重要な役割 

    を持っています） 
   共  催 倉吉市健康推進課 

           うつぶき包括支援 

               センター、さんびる 

 自分自身の今の体力を知ろう 

主催事業 

陶 芸 教 室 
陶芸教室を下記の日程で開催します。
この機会に「陶芸の里・やしろ」の陶芸
の先生から直接陶芸を学んでみませ
んか。 

☆期 日 ７月２８日（火） 

☆時 間 ９時３０分～ 

☆場 所 社公民館 

☆講 師 玉伯焼 天野博正氏 

☆参加費 1,500円  

（大きさによっては追加料金が 

 かかります。） 

７/２０日（月）までに社公民館まで 

ご連絡ください。（先着10名）  

   
７/10日（月）までに社公民館まで 

ご連絡ください。（先着10名）  

☆期 日 ７月13日（月） 

☆時 間 13時３０分～ 

☆場 所 羽衣石城 

☆集合場所 社公民館 

☆持ちもの 飲み物、タオル、登山 

        用ストック等   

☆服 装 長袖、長ズボン 

 

 

主催事業 

町 探 険  

 羽衣石城に登ろう！ 

社句会 13：00          

公民館研究指定
事業 9:30～ 

社民児協   

      19:00～ 

防災担当者会  

19:00～ 

9:30～   13:00～   

五輪供養  

    17：00～ 

第二回 防災担当者会議                  

六
月
二
十
日(
土
）
十
九
時
よ
り
、
社
公
民
館
に
て
第
二
回

防
災
担
当
者
会
議
を
、
三
十
六
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

自
治
公
民
館
協
議
会
で
は
、
今
年
度
よ
り
総
務
部
を
新
た

に
設
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
総
務
部
の
今
年
度
の
主
な
事
業

は
、
川
口
部
長(

大
谷
）
を
中
心
と
し
「
地
域
防
災
」
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
の
会
議
は
、
四
月
に
社
地
区
住
民
対
象
に
、
防
災
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
を
各
自
治
公
の
防
災
関
係
者

が
集
ま
り
、
地
理
的
条
件
が
近
い
地
区
ご
と
、
五
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
お
こ
な
い
各
自
治
公
の
課
題
、

対
応
等
を
話
し
合
い
、
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
社
地
区
の
他

に
も
高
城
、
上
北
条
の
集
落
支
援
員
、
倉
吉
市
の
防
災
関
係

者
な
ど
地
区
外
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
回
答
者
の
多
く
が
六
十
五
歳
以
上
の

方
が
多
く
、
若
い
人
の
意
見
が
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

全
体
の
問
題
点
と
し
て
は
、
住
民
に
災
害
に
対
し
て
の
緊
張

感
が
少
な
く
、
避
難
等
の
事
前
の
準
備
等
が
不
十
分
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
声
か
け
や
、
実
際
に
避

難
訓
練
を
年
一
回
以
上
は
お
こ
な
う
等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

加
え
て
高
齢
者
等
へ
、
普
段
声
か
け
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
人
等
の
対
策
で
は
、
班
長
が
責
任
を
持
っ
て
、
声
か
け
避
難

を
お
こ
な
う
等
様
々
な
意
見
と
対
策
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 

私
も
、
他
の
地
区
の
話
を
聞
き
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
、
気
が

つ
く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
社
は
比
較
的
、
災
害
に
会
う

こ
と
が
地
形
的
に
も
少
な
い
地
区
で
あ
る
の
が
危
機
感
の
少

な
い
原
因
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
多
く
の
人
が

集
ま
り
協
議
し
、
緊
張
感
、
防
災
知
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
盛
り
上
が
り
、
防
災
意
識
の
改
革
の
一
歩
に
な
っ
た

会
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
務
部 

 

小
谷
卓
徳 

館長会  19:00 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
三
月
か
ら
想
像
も
し
な
か
っ
た
日
常
が

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
「ま
ち
こ
み

メ
ー
ル
」
を
気
に
か
け
、
小
・
中
・
高
と
三
か
所

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
我
が
家
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
子
ど
も
た
ち
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
把
握

す
る
の
に
必
死
で
し
た
。 

 

さ
て
自
粛
中
は
・
・
と
言
う
と
、
都
会
に
比

べ
て
ま
だ
若
干
の
自
由
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
幸
い
に
も
兄
弟
四
人
。
外
で
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
、
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
体
力

温
存
に
力
を
注
い
だ
り
。
外
遊
び
は
「
体
育
」

お
絵
か
き
は
「
図
工
・美
術
」と
言
い
な
が
ら
、

学
校
さ
な
が
ら
？
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。 

 

目
標
に
し
て
い
た
試
合
が
中
止
と
な
り
、

練
習
さ
え
も
で
き
な
か
っ
た
日
々
。
我
慢
が

続
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
解
禁
。
当
た
り

前
だ
っ
た
練
習
へ
の
向
き
合
い
方
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。 

 

何
気
な
い
毎
日
の
あ
り
が
た
み
を
噛
み
し

め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
友
達
と
学
校
生
活

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
回
は
、
福
光
の
萬
場
祐
子
さ
ん
で
す
。 

266 

ひ
め
じ
ょ
お
ん 

7月・8月給食サービスの 

      中止について 

 新型コロナウイルス感染症拡
大防止の為、7月7日・21日、8月
4日・18日の給食配食は、中止
致します。 

       

 社地区体育部 

ソフトボール大会の 

      中止について 

 新型コロナウイルス感染症拡
大防止の為、令和2年度のソフ
トボール大会は中止します。 

       

★公民館利用にあたっての注意事項★ 
 7月より利用人数を次の通りとします。  

   ☆第１会議室 16名 ☆第2・3会議室 30名  ☆視聴覚室  8名   

   ☆和室 12名 

① 身体的距離（2ｍ離れる）3密を避ける 

② 大声での発声・近距離での会話が想定されないこと    

③ 歌唱は十分な距離を保つこと  ④ マスク着用・手洗い・手指の消毒（消毒液は主催者側が準備）   

⑤ 定期的な換気（1時間に1回）   ⑥ 体調不良者（発熱・風邪症状等）の参加自粛   

⑦ 外国への訪問歴14日以内の者の参加自粛 

⑧ 参加者が特定できるよう、参加者の氏名、連絡先を代表者が把握。 

       利用責任者（主催者側）が把握する。→利用日誌と参加者名簿・当日の体温の記入 

⑨ 使用後、備品の消毒・掃除     ⑩ 消毒後、ごみ袋をご持参のうえお持ち帰り下さい。 

 

皆さまのご協力 

  よろしくお願いします 

 
 

 
 

 

「 

ロ
ボ
ッ
ト 

」 
  

ロ
ボ
ッ
ト
に
五
七
五
は
作
れ
ま
い 

 
 

 
 

 
 

 

ド
ラ
え
も
ん
今
で
も
人
気
ホ
ッ
ト
す
る 

 
 

 
 

料
理
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
居
な
い
も
の
か
な
ぁ 

 
 

 

ロ
ボ
ッ
ト
は
老
人
ホ
ー
ム
和
ま
せ
る 

 
 

 
 

 

ロ
ボ
ッ
ト
は
鉄
腕
ア
ト
ム
ま
で
で
い
い 

 
 

 
 

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
き
れ
ず
に
使
わ
れ
る 

 
 

 
 

 

手
が
足
り
ぬ
ロ
ボ
君
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て 

 
 

ロ
ボ
ッ
ト
も
恋
愛
す
れ
ば
人
に
な
る 

 
 

 
 

 

ロ
ボ
ッ
ト
の
介
護
イ
ヤ
で
す
ス
ク
ワ
ッ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
回
の
課
題
は
「 

わ
く
わ
く 

」
で
す
。 

 

 
 

七
月
十
五
日
ま
で
に
公
民
館
に
お
届
け
下
さ
い
。 

尚 

七
月
川
柳
会
は
中
止
い
た
し
ま
す
。 

 

正 

 

緑 

け
い
こ 

佳
代
子 

義
ち
ゃ
ん 

吹 

苑 
 

理 

子 

哲 

夫 

雄 

大 

チャブＦＣ会員 

      部員募集 

主催事業 

倉吉市公民館研究指定事業 

社の歴史と文化をつなげて

いこう！Ｐart２ 

☆期 日 ７月10日（金） 
☆時 間 ９時３０分～ 

☆場 所 社公民館 

☆講 師 倉吉市文化財課 

 

社の歴史と文化を学ぼう！ 

             第2弾  
★ 伯耆国分寺跡(歴史公園)・法
華寺畑遺跡について学べます。 

     （雨天決行）  
｢

 

日 
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ペンリレー 

No.349 

渡
邉 

明
子(

国
府) 

遠
巻
き
に
史
跡
野
を
占
め
姫
女
苑 

 
 

 

気
に
い
っ
た
器
に
盛
り
し
夏
料
理 

 
 

 
 

 

子
の
誘
ふ
近
場
ド
ラ
イ
ブ
菖
蒲
園 

 
 

 
 

切
り
岸
に
渦
せ
め
ぎ
合
ふ
出
水
か
な 

 
 

 
 

郭
公
や
鍬
打
ち
止
め
て
腰
伸
ば
す 

 
 

 
 

 

（
七
月
の
歳
時
記
よ
り
・
・
・
・
西
尾 

良
子
選
） 

軽
く
の
ど
う
る
ほ
す
ビ
ー
ル
欲
し
き
と
き 

 

感
染
を
怖
れ
て
居
れ
ず
コ
レ
ラ
診
る 

 
 

 
 

 

俳
句
愛
好
者
の
皆
様
へ 

館
報
九
月
号
よ
り
募
集
句
を
掲
載
し
ま
す
。 

応
募
作
品
は
、
お
一
人
２
句
以
内
で
す
。
応
募
締
め
切
り
は
、 

八
月
十
五
日
ま
で
に
社
公
民
館
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

吉
田
や
す
子 

伊
藤
一
七
子 

西
尾 

良
子 

永
見 

松
明 

早
田 

圭
吾 

  
稲
畑 
汀
子 

幸
野 

梨
杖 

こ
れ
か
ら
の
社
地
区      

未
来
の
小
学
校
は 
・ 
・ 
・ 

                

六
月
二
十
日
（
土
）
九
時
か
ら
社
小
学
校
体
育
館
に
て
、
倉
吉
市
小
学
校
適
正

配
置
【
社
地
区
】
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

長
年
に
わ
た
り
論
議
さ
れ
、
少
子
化
問
題
も
あ
り
、
こ
の
度
三
案
が
倉
吉
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
丸
岡
課
長
よ
り
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
区
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
問
題
と
し
て
、
説
明
会
で
、
皆
様
一
人
一
人
が
考

え
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
区
と
し
て
は
社
小
学
校
の
存
続
を
望
む
と
こ

ろ
で
す
。 

 
 

 
 

 

市
と
し
て
令
和
五
年
に
は
、
適
正
配
置
の
実
施
を
目
指
し
て
努
力
し
，
協
議

を
こ
れ
か
ら
も
重
ね
、
再
度
説
明
会
を
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

他
の
地
区
で
は
、
少
子
化
で
小
学
校
全
児
童
数
四
十
名
を
割
る
学
校
が
増
え

て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

（
令
和
八
年
に
は
、
社
小
学
校
も
全
児
童
数
二
百
六
十
名
と
予
測
さ
れ
て
い
る
） 

地
区
の
皆
様
に
、
市
の
説
明
を
理
解
し
て
頂
き
、
社
地
区
の
未
来
は
ど
う
す
べ

き
か
を
皆
様
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

  
 

市
教
委
案 

 

一
、
社
小
学
校
単
独
存
続 

 

二
、
学
校
統
合 

社
小
学
校 

 
 

（
社
小
学
校
、
高
城
小
学
校
、 

 
 

 

北
谷
小
学
校
）  

 

三
、
小
中
一
貫
校 

 
 

社
小
学
校 

久
米
中
学
校 

 
 

 

（
社
小
学
校
、
高
城
小
学
校 

 
 

 
 

北
谷
小
学
校
） 

随時，入会受け付けています 

大好きなサッカーを通じて成 

長していく子どもたちを，保 

護者・指導者・地域のつなが 

りで支えていくクラブです． 

 詳しくはホームページで 

社社会福祉協議会 

第35回五輪まつりについて 

10月10日に予定していました五輪
まつりは、コロナの関係で、供養の
みとすることに決まりました。 

供養に関しても、密を避けるため縮
小して行います。 

☆日 時 7月25日(土） 17：00～ 

☆場 所 伯耆国分寺跡 

            （歴史公園）       

社地区振興協議会 
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